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                                       午後 １時３０分   開会 
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【 あ い さ つ 】 

① 岩城地域協議会 会長 川上幸一 

※冒頭で、東日本大震災で亡くなられた方に対して黙祷 

② 岩城総合支所長 今野光志 

 

【 報告・説明案件 】 

平成２３年度予算概要並びに主要事業について 

平成２３年度主要行事予定について 

 

 ○ 市全体の概要について支所長より説明 

 ○ 岩城地域の主要事業について各担当課長より説明 

 ○ 主要行事予定について振興課長より説明 

 

 

 

 

 

 

 



〔質疑応答〕 

◇議長 

ただ今の事務局の報告・説明について、ご質問・ご意見がありましたら、お手をあげて申し述べてく

ださい。 

 

○A 委員 

   先ほどご紹介がありましたように今回で退任させていただくわけですが、何も話さずに退任するわけ

にはいかないと思いまして、２～３、質問・意見を申し述べさせていただきます。市民福祉課にお聞きし

ます。以前、亀田保育園の指定管理について、24 年度に検討して 26 年度から実施するとのいうような

お話がありました。我々役員に正式なお話があったのがお盆ころだったと記憶していますが、その後す

ぐ４月から指定管理に移りますというようなバタバタとした計画で、結局実施にならず流れてしまったよ

う経緯がありますので、亀田保育園もいずれは指定管理になるのかなとは思いますけれども、十分に

時間をとったうえで保護者の方に説明をしていただきたいという思いが一つです。もう一つ、これはお

願いというか意見です。福島のいわき市への救援物資として米を送ったとのことでしたが、水も無いと

ころに普通の白米を送ったところで研げないので、今後また送るという場合には無洗米にした方がやさ

しいのかなと思いますので、検討していただきたいと思います。 

 

●市民福祉課長 

   おっしゃるとおりで、以前、亀田保育園と由利の保育園が急遽指定管理に移行するとの話が出て、

結果的にはそれを引き受ける法人が無かったために断念といいますか中止になっております。市とい

たしましては一度仕切り直しをいたしまして、その際に今回はあまりにも急だったろうというような反省

もございまして、いったん見直しをしております。もう一度、どういう在り方が適正なのかということを各

支所の市民福祉課長らで構成しております検討委員会で１年間検討してきました。亀田だけではなく

他の地域の保育園も含めて足並みを揃えて一律に指定管理というようなことはなかなか難しい、地域

によって状況が異なりますから、現状では難しいだろうということで、正直なところ結論的にはまだ出て

おりませんが、22 年度において検討委員会で４回ほど検討した内容を今度は部長レベルでの専門委

員会で具体的にさらに詰めていくという段階がこの後ございますので、今お話がございましたように急

にやるんだというようなことは、これまでの反省からも無いというようにお考えください。当然のことなが

ら、十分に時間をとって父兄の方々にご説明申し上げるということは確認しておりますので、ただ、今の

段階ではいつからというようなことはまだ決っておりません。 

 

●振興課長 

  ※いわき市への第１便（13 日：支所長以下）と第２便（18 日：振興課長以下）の経過、現地の状況等に

    ついて縷々説明。 

いわき市へ米を送るに際して、無洗米の方が良いだろうということは検討いたしましたが、できるだ

け早く送らなければならないという状況の中で、短期間に無洗米を集めることが叶いませんでしたので

やむなく通常の精米で送らざるをえませんでした。検討はいたしましたが、できなかったということをご

理解いただきたいと思います。 

 



○B 委員 

   今の A 委員さんのお話をうかがっておりまして、なるほどな、そういう細かいところまで行き届くようし

てやれれば良かったなと今更ながら反省をいたしております。これだけ米が有り余っている中で、でき

れば無洗米を送りたいという総合支所の思いがその時は叶わなかった。精米所が至る所にありなが

ら、無洗米の精米ができない機械もたくさんあります。無洗米を精米できる機械を持っているところが

すぐ対応してくれれば A 委員さんのお話のようになったんだろうと思いますが、緊急の場合に応じても

らえないということになりますと、助けて欲しいというところに対して緊急に物資を送るとなるとただの精

米しただけの米や水を送るしかなかったという状況だったんでありまして、どうしてそういうように動いて

もらえないのかなという疑問を私はその時に持ちました。総合支所の方で対応が遅れたとか、いい加

減に何の考えも無しにただ米を送ってやれば良いというようなものではなかった、配慮をしながらも業

者によって引き受けてもらえなかったが為に、やむをえず普通の精米を送らざるをえなかったということ

を何とかご理解いただきたい、私はそういう思いでいっぱいであります。本当に至らない点も多々あり

ましたけれども、被災者の皆さん、特にいわき市の皆さんに救援物資･救援米・義援金を少しでも早く

届けなければいけないという思いの中で、やむをえずそうなってしまったということを、コミュニティ推進

協議会の会長としてお詫びを申し上げ、深くご理解をいただきたいとお願いを申し上げます。 

 

○C 委員 

   私からもいわき市に対する救援の在り方についての私なりの考えなんですけれども、これまで３度に

わたって救援物資を送ったわけなんですけれども、いわき市と旧岩城町は親子都市という特別な縁が

あるわけであります。私は、金や物の支援も結構でしょうが、人的な支援は果たしてどうなのかなと思う

んです。今すぐ入るなんてことは到底できないわけで、原発とかいろいろな問題もあって、とても今すぐ

我々が入っていくことなんてできないと思うんですけど、一定の時期が過ぎ、条件が整って、人的な支

援が必要だということになった時にどうなのかなと思います。これは行政が云々ということはなかなか

難しいかと思いますけれども、幸いにして岩城地域には、まちづくり推進機構と亀田・道川両地域のコ

ミュニティ推進協議会があるわけですから、民間が主体となった人的支援が考えられないのかなという

ことも検討した方がいいんじゃないか、考えるべきではないかなと思います。もちろん、相手方に迷惑

がかかってはいけないわけで、泊まるところや食料を手配してくれなんていうような迷惑をかけるような

ことはしないようにしての人的支援を３団体で検討してもらいたいと思います。 

 

◇議長 

  ※岩城まちづくり推進機構の理事長として、推進機構並びに亀田・道川両コミュニティ推進協議会の

今回の対応について経過を説明し、今後の人的支援等についても検討する旨を表明。 

 

○D 委員 

   今回の地震で、原発による避難が長期化するんじゃないかということが報道されていますが、市内で

は大内のぽぽろっこで一時避難の方を引き受けているということですが、道の駅のオートキャンプ場な

んかもコテージも何棟かありますが、ちょっと手を加えればキャンプ場でも引き受けることが可能なんじ

ゃないかと思いますがいかがでしょうか。それから、予定しているイベント・交流事業が出来ないかもし

れないという説明がありましたが、それらの事業には応分の予算が付いていると思うんで、そういう予

算を組み替えていわき市への救援に回したらいかがでしょうかと思います。今、いわき市は相当な困



難な状況にあると思いますので、こういった時こそ、こういった支援を行うのが親子なのではないかなと

思います。 

   話は全く変わりますが、天鷺遊園の解体工事ですけれども高城山一帯も含めて、遊園をさら地にし

た後、景観整備をするのか、その後の利用方法について計画があるのかということをお伺いします。 

それから、農業関係ですが、今担い手不足が著しくなり、あちこち見てみますと用排水路がかなり劣化

して、ちょっとした大雨が降ると被害が発生するというような状態ですので、現場を確認していただきな

がら、今農家はたいへん厳しい経営を強いられておりますので、出来るだけ支援をいただいて用排水

路整備をしてもらえるような方策を講じていただきたい。環境整備上からも必要なことだと思います。 

 

●支所長 

   今のお話は避難者の受け入れのことだと承りましたが、由利本荘市の場合は避難者の受け入れに

ついては県に順ずるような形で、最初は市の施設、例えばぽぽろっこだとか鳥海荘だとかで受け入れ

して、10 日とか２週間とか経過したら市営住宅といった所に移ってもらうという予定でありましたけれど

も、県が民間施設や市の施設での避難生活に対する助成をすることになり、市でもこれに順じて、ホテ

ル・旅館業の組合と協議をいたしまして民間施設で優先的受け入れてもらう、それでも入りきれなくな 

るようであれば今度は市の施設、集会施設等も含めてそれなりの準備を整えて入れるというような予 

定をしております。岩城地域でも受け入れるとなれば、今のところ、高城センターや岩城会館、赤平の 

東北電力さんから譲り受け先日まで磐田電工にお貸ししていた住宅などを報告していますが、今お話

のあったことについても対象施設として今後検討してまいりたいと考えています。 

   いわき市との交流については、これまで自治体の規模に関係なく本当に良くしていただきました。そ

ういう感謝の気持ち、恩もありますので、当然今回のような場合はむしろ向こうの方が瀕死の重体のよ

うな状況ですので今年度予定している事業については時期を見てこちらの方から中止もしくは先送りし

たらどうかと提案すべきではないかということで支所内で調整中であります。 

天鷺遊園の跡地利用につきましては今検討中でありまして、これまでは箱ものを中心とした利用で 

ありましたけれども、できれば今度は自然公園的なものを設置して来た方が憩えるような在り方を検討

中であります。総合発展計画の中にも予算化しておりますので早めに決定したいと思います。 

 

●産業課長 

   農業関係の用排水路の整備につきましては、昨年のような大雨のような際の復旧事業というものは

ありますが、基本的には先ほどご説明申し上げました中山間地域の直接支払い事業ということで岩城

地域においては１５集落協定がありますけれども、中山間地域のこの事業の中で水路等の整備という

ことも該当した交付金となっておりますので、そちらの方で整備していただきたいと思います。私どもの

方でも現地を見て回りたいと思っておりますのでご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

●振興課課長補佐 

  ※いわき市の状況について、いわき市役所職員に電話で確認できた現況を説明。 

 

 

 

 



○B 委員 

   先ほど C 委員さんからお話しいただきました人的支援ということについては、私も岩城地域のたくさ

  んの方々から考えたらどうかというようなお話をいただいております。その都度、支所とも連絡・協議を

  いたしながら今日に至ったわけであります。自衛隊ですとか警察、あるいは消防のように自己完結型 

  の装備を全て備えている団体とは違いまして、今の状況下の中で岩城の中から一般の市民のボラン 

ティアを募っていわき市にまいりましても足手まといになる、あるいは事故等に巻き込まれるようなこと

がありましては責任を負えないということで、いわき市の状況がもう少し安定をいたしまして、支援が必

要であるというような時には、何かお手伝いをすることができることがありますればまいりましょうという

ことで総合支所とお話をつめて、まずはいわき市の状況、あるいは原発のこの後の状況を見極めなが

ら対応策を協議したしましょうということで様子を見ているという状況でございます。けして義援金を募っ

たから、米・水を送ったからあとはよいというように傍観をしているわけではございませんので、時期が

来まして動いても良いという時がまいりましたらば、私どもも基金の置かれた根本的な理念を基に、都

市交流、親子都市の盟約に基づいた義を果たさなければいけないというように考えておりますので、動

かないのか？というように決めつけないで、もう少し時間を与えていただきたいと思います。 

 

○E 委員 

   私たち婦人会も、市からの救援物資を募る話が来る前に、社会福祉協議会の方から救援物資のお

願いがあり、支部長さんを通じて会員の皆さんにお願いしたところ、思いもしないほどの多くの物資が

寄せられました。私の家にも、支部長さんたちの家にも入りきらないほどたくさんの物資が届けられ本

当にびっくりしたのと、婦人会の会員のいざというときの力や行動力はすごいなあということを再認識さ

せられました。社会福祉協議会の方はこちらに来られた方のための物資ということで、あまりに多くか

ったことと、ぜひともお世話になったいわき市の方にも届けてもらいたいとのことで、半分くらいに分け

て半分を市の職員の方に一緒に送ってもらいたいとお願いしたところ、快く引き受けていただいて、分

類するための紙まで用意していただいたので、支部長さんたち 20 名くらいで短時間に分類ができ、そ

れを市の職員の方が段ボールに詰めて市の救援物資と一緒に送っていただきました。本当にありがと

うございました。私は婦人会の代表も代わりますし、今回で委員も退任いたしますが、今回のことで婦

人会の底力というものを再認識した思いですので、どうか今後とも婦人会をよろしくお願いいたします。

本当にありがとうございました。 

 

◇議長 

   皆さんのいわき市に対する思いがひしひしと伝わってきます。特に皆さんは各団体の代表の方々で

すから思い入れはより強いだろうと思います。お話はつきないかと思いますが、一応この辺で打ち切り

とさせていただきます。その他に何かございませんか？ 

 

○F 委員 

   地震の際に、予想をはるかに超える津波で被害が大きくなったようであります。そこで、今年度から 

本格的に始まる統合小学校建設事業について、津波に関する安全基準が設定されているのか？もし

されていないとすれば、そういったシュミレーションを組んで安全確認を行っていくのか？というところ 

と、これまで、何年か前にハザードマップが配布されたと思うんですけれども、これを機会に新しい基準

でのもう一段階大きな津波を想定したようなハザードマップを作成することを考えているのかという２点



をおうかがいします。 

 

●教育学習課長 

   統合小学校の建設場所は赤平地内に決定したということは先ほどご説明申し上げましたが、津波等

との関係はどうなのかというご質問と思いますが、仮に日本海で地震が発生して津波が来たということ

を想定した場合に、衣川を津波がのぼっていって、水位を上げながら蛇田の沢、黒川の沢にも水が入

っていくだろうと思いますし、衣川自体も水位が上昇していくだろうと想定されます。赤平の今回小学校

を建設する場所は海抜 18 ㍍という高さになります。街中の大工町とかあの辺よりは４～５㍍くらい高い

場所ということになります。今後、学校の建設と合せましていろいろな訓練とかそういうものは生徒さん

が入られた段階で訓練していくことになると思います。学校に限らないで、一般市民の皆さんを含めた

形での防災訓練というものも検討しなければならないと思っております。 

 

●振興課長 

   ハザードマップの整備につきましては、こういった高さの津波が来るといったことを想定したようなも 

には全く持っていません。今回の地震での津波は、海岸部ですと自然休養村センターははるかに超え

る波になります。高さで言いますと、道川小学校の周辺で海抜 15 ㍍で赤平より低い状況です。それか

ら道川保育園辺りで８㍍くらいですので、10 ㍍を超えるような大津波が来た場合には線路より手前の 

地域は完全に飲み込まれてしまうという状態だと思います。ここの庁舎周辺は 25 ㍍くらいであります。

亀田の街全体も小学校のグランドで 18 ㍍くらい、もう少し高い校舎のあるところで３～４㍍高いという状

況で、あのような津波が来ると亀田の街部が先に浸水してしまうということが想像されますし、黒川や 

蛇川の方にも浸水していくだろうと想像されますが、何せ今まで体験したことのない大津波を想定した

ハザードマップを作るということには至らない状況にあります。今後いろいろな検証が加えられた上で 

の安全対策を検討していかなければならないと考えております。 

 

○G 委員 

   年間行事予定で、毎年４月に行われている春の交通安全運動は今年は県議会選挙の関係で５月に

なったというのは分かりますが、クリーン化のことが記載されておらないのはどういうことでしょうか？ 

 

●市民福祉課長 

   市民福祉課サイドで環境美化活動として予定していますのは 4 月 24 日の道の駅下の海岸のメイン

に行う清掃活動だけであります。あとは婦人会の皆さんや各町内会などで実施していただくものについ

ては、県の方では 10 日を全県クリーアップの日と定めておりますので、できればそれに合せていただ

ければということですが、強制ではありませんので、それぞれの団体や町内会のご都合に合せて行っ

ていただければと思います。それに必要なゴミ袋は私どもの方で提供しますということも含めて会長さ

ん方にお知らせしたはずですので、よろしくお願いいたします。 

 

○B 委員 

  （更新する消防用ポンプの利活用について提言あり） 

 

 



 

◇議長 

   それでは、ただ今報告・説明のありました内容を骨子として来年度の事業が実施されるということで

  ご理解をいただき、皆さんにおかれましては来年度の地域協議会に臨んでいただきたいと存じます。 

   本日予定されておりました案件は以上でありますので、事務局にお返しいたします。 

   22 年度の地域協議会も皆様のおかげで円滑に進めることができました。ありがとうございました。 

来年度もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 【 その他 】 

  市職員の退職者・異動者を紹介 

 

【午後３時５０分閉会】 

 

 


